
☆協定加盟事業所からの事業所紹介 
東海ノア協定加盟事業所間の相互理解を図ることを目的に、安全活動への取組み

状況等について加盟事業所からの紹介記事を掲載します。 
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『当社の安全活動状況等について』 

ＭＨＩ原子力研究開発株式会社 

 

1．はじめに 

当社は三菱重工業㈱高砂研究所東海試験場と三菱原子力工業㈱原子力開発セン

ター東海研究所の業務を引き継いで1990年 4月にニュークリア・デベロップ

メント株式会社として設立され、2022 年 1 月には社名を現在のＭＨＩ原子力

研究開発株式会社に変更しました。 

三菱重工グループで唯一ホットラボを所有する原子力技術の研究開発専業会社

として、原子力発電所及び原子力関連施設で使用される原子燃料、原子炉構成材

料、化学、放射線等の分野において、安全性・信頼性及び性能の向上を目指した

技術開発に取組んでおります。最近では東京電力パワーグリッド㈱福島第一原子

力発電所事故支援対策支援に関する技術開発にも取組んでおり、2025 年 1 月

に福島第一原子力発電所 2 号機の燃料デブリを当社にて受入し、分析を実施し

ました。 

2．安全への取組み内容 

（1）全社教育 

社員・協力会社員を対象とした安全教育を 2 回／年にて e ラーニングを活

用して実施しており、受講後に理解度テストにて各自の理解度を確認すると

ともに、アンケートにより改善事項を抽出し、次回教育へ反映しています。 

（2）各種訓練 

核物質防護訓練、総合防災訓練、茨城県通報連絡訓練や、広域消防本部指導

の下に行われる避難・消火訓練などをとおして、防災要員の力量維持・向上

 



に努めています。 

     
茨城県通報連絡訓練（2025年7月 8日）     避難・消火訓練（2025年9月 26日） 

（3）予防保全のための設備更新 

経年化設備の予防保全対策を経営の最重要課題ととらえ、設備更新を計画的か

つ積極的に進めています。また、設備仕様や工事内容については、リスクアセ

スメントを含む計画書内容を社内有識者がレビューするとともに、必要に応じ

てＫＹＫ（危険予知活動）会議を開催し安全性を確認することとしています。 

3．地元住民の方との交流活動について 

・毎年4月に行われる、東海村船場区さくらまつりに、三菱原子燃料㈱とともに

ブースを設置し、弊社社員が参加しています。 

・毎年7月には、東海村舟石川・船場地区自治会との協議会を三菱原子燃料㈱と

ともに開催し、弊社事業についてご説明のうえ、ご理解を深めていただくこと

としています。 

・今後もこれらの活動や地域活動への協賛を積極的に行ってまいります。 

    

船場区さくらまつり（2025年4月 20日）   舟石川・船場地区自治会との協議会（2025年7月16日） 

4．まとめ 

今後とも三菱重工業原子力セグメントの一員として、原子力安全達成のため、安

全第一で事業遂行してまいりますので、東海ノア協定加盟事業所及び地元の皆様

には、ご指導・ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 

以 上  


